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9
月
定
例
会
で
は
全
部
で
24
件（
市
長
提
出
議
案
…
17
件
、議
員
提
出
議
案
…
4
件
、請
願
…
2
件
、

陳
情
…
1
件
）の
議
案
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。今
号
で
は
、こ
の
中
か
ら
2
つ
の
項
目
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

令和3年
9月定例会
8月30日～
10月8日
（40日間）

【
市
に
対
す
る
意
見・要
望
な
ど
】

◦
公
立
保
育
所
の
役
割
は
、高
い
保
育
水
準
に

よ
っ
て
民
間
保
育
園
の
質
の
向
上
を
け
ん
引
し

て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、市
全
体
の
保
育
行
政

を
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
な
民
間

移
管
に
は
反
対
す
る
。

◦
民
間
移
管
後
も
市
立
の
よ
さ
が
き
ち
ん
と
引
き

継
が
れ
て
い
る
か
を
担
当
課
は
視
察
し
て
確
認

す
る
よ
う
求
め
る
。

◦
両
保
育
所
が
本
市
の
歴
史
と
し
て
し
っ
か
り
伝

わ
る
よ
う
な
広
報
な
ど
を
求
め
る
。

（
第
58
号
議
案
）

総
合
計
画
の
基
本
構
想
及
び

前
期
基
本
計
画
に
関
す
る
議
案
を
可
決

委
員
会
審
査
に
お
い
て
、市
か
ら
、民
間
移
管
に
よ

る
負
担
が
子
ど
も
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、令
和
3
年

度
と
令
和
4
年
度
の
2
年
間
か
け
て
民
間
事
業
者
と

合
同・
引
継
ぎ
保
育
を
行
い
、市
の
保
育
が
原
則
そ
の

ま
ま
引
き
継
が
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
の

	

長
年
保
育
所
で
働
い
て
き
た
職
員
の
思
い
を
酌

み
取
る
機
会
を
設
け
る
よ
う
求
め
る
が
、ど
う

か
。

	

合
同
保
育
の
機
会
を
含
め
、意
見
や
要
望
が
あ

れ
ば
、可
能
な
範
囲
で
反
映
し
て
い
き
た
い
。

1

2

【
内
容
】

第
4
次
芦
屋
市
総
合
計
画
が
令
和
2
年
度
に
終
了
し

た
こ
と
に
伴
い
、第
5
次
芦
屋
市
総
合
計
画
基
本
構

想
お
よ
び
前
期
基
本
計
画
を
定
め
る
も
の

【
内
容
】

◦	

市
立
幼
稚
園・
保
育
所
の
あ
り
方
の
計
画
に
基

づ
き
、令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
打
出
保
育
所・

大
東
保
育
所
を
民
間
移
管
す
る
こ
と
に
伴
い
、

両
保
育
所
を
廃
止
す
る
も
の（
第
54
号
議
案
）

◦	

両
保
育
所
の
建
物
や
備
品
な
ど
を
民
間
事
業
者

に
無
償
譲
渡
す
る
も
の（
第
59
号
議
案
）

（
第
54
号
議
案・第
59
号
議
案
）

打
出
保
育
所
・

大
東
保
育
所
を
民
間
移
管可決

（賛成多数）

全
て
の
議
案
の
内
容
と
審
議
結
果
は
11
ペ
ー
ジ
の「
審
議
結
果
一
覧
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

	

コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
引
き
継
ぎ
が
で
き
な
い
と

い
う
事
態
は
避
け
ら
れ
る
の
か
。

	

既
に
民
間
事
業
者
の
保
育
士
は
ほ
ぼ
全
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
終
え
て
お
り
、9
月
1
日
現
在
も

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
中
で
あ
る
が
、感
染
対

策
を
徹
底
し
た
上
で
現
場
を
訪
問
し
、引
き
継

ぎ
を
実
施
し
て
い
る
。

	

な
ぜ
、無
償
譲
渡
と
し
た
の
か
。

	

施
設
に
傷
み
が
あ
る
た
め
、貸
与
と
す
れ
ば
、今

後
の
維
持
管
理
が
非
常
に
大
き
な
課
題
と
な

る
。ま
た
、無
償
と
し
た
理
由
は
、民
間
移
管
自

体
が
事
業
者
の
手
が
非
常
に
挙
が
り
に
く
い
取

り
組
み
で
あ
る
上
、市
立

幼
稚
園・保
育
所
の
あ
り

方
の
計
画
を
遅
ら
せ
る

こ
と
は
難
し
い
と
判
断

し
た
た
め
で
あ
る
。

■
附
帯
決
議
を
賛
成
多
数
で
可
決

可決
（賛成多数）

総
合
計
画
は
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

芦
屋
市
の
最
上
位
の
計
画
で
あ
り
、基
本
構
想・
基
本
計

画・実
施
計
画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
の
質
疑
の
後
、討
論
が
行
わ
れ
、第
58
号
議

案
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
が
、本
議
案
に
対
し
、

委
員
か
ら
附
帯
決
議
※
案
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
や
近
い
将

来
の
急
激
な
人
口
減
少
の
予
測
か
ら
、左
記
の
2
項
目
の

実
現
を
求
め
る
も
の
で
す
。

※
附
帯
決
議
と
は
、可
決
さ
れ
た
議
案
に
対
し
、事
務
を
執
行
す

る
上
で
の
意
見
や
要
望
を
述
べ
る
た
め
に
提
出
さ
れ
る
も
の

第
5
次
芦
屋
市
総
合
計
画
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、下
記
の
Q
R
コ
ー
ド
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

賛
　
成

◦
今
後
の
人
口
減
少
や
本
市
の
財
政
状
況
の
悪
化
な

ど
が
不
安
視
さ
れ
る
中
で
、附
帯
決
議
の
内
容
が

早
期
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

◦
再
開
発
事
業
費
の
高
騰
は
土
地
価
格
に
起
因
す
る

も
の
で
あ
る
た
め
、総
事
業
費
に
上
限
を
設
定
し

た
と
し
て
も
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
か
ら
附
帯
決

議
に
は
反
対
で
あ
る
。総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、そ

の
基
本
計
画
の
中
に
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
観
点
が
入
っ
て
い
る
た
め
賛
成
す
る
。

◦
総
合
計
画
は
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
が
、一
度
決
め
た
計
画
に
固
執
す
る
こ
と

な
く
、そ
の
時
々
の
社
会
情
勢
を
し
っ
か
り
見
極

め
な
が
ら
対
応
し
て
ほ
し
い
。

◦
基
本
構
想
の
中
に
、財
政
基
盤
の
強
化
や
実
効
性

の
あ
る
行
財
政
改
革
な
ど
の
項
目
を
入
れ
る
こ
と

も
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。芦
屋
の
未
来
を
確
か

な
も
の
に
す
る
と
い
う
強
い
決
意
に
裏
打
ち
さ
れ

た
総
合
計
画
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

◦
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、今
後
、コ
ス
ト
削
減
に

よ
っ
て
財
源
を
捻
出
す
る
だ
け
で
な
く
、歳
入
の

増
加
も
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

反
　
対

◦
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、新
自
由
主
義
的
な

観
点
が
色
濃
く
残
り
、反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
、ま

た
、今
回
の
附
帯
決
議
に
つ
い
て
は
、事
業
費
縮
減

の
目
標
値
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、提

出
者
に
よ
り
恣
意
的
に
判
断
さ
れ
る
余
地
が
残
っ

て
い
る
た
め
、共
に
反
対
す
る
。

◦
総
合
計
画
策
定
の
過
程
で
、市
民
生
活
を
直
視
し
、

そ
こ
か
ら
課
題
を
整
理
す
る
と
い
う
よ
り
は
、市

が
考
え
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
や
財
政
運
営

に
沿
っ
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

本
会
議
で
の
意
見

10年後の将来像と
まちづくりの基本的な
方向性
※10年間（令和3～12年度）

将来像を達成するためにすべきこと
※前期5年間（令和3～7年度）
※後期5年間（令和8～12年度）

基本計画に基づく具体的な事務事業
※3年間の計画を毎年度作成

総 合 計 画 の 3 層 構 造

基本構想基本構想

基本計画基本計画

実施計画実施計画

委
員
会
で
の

	

地
域
や
家
庭
で
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
、相

互
扶
助
機
能
が
弱
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
た
根

拠
は
？

	

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
市
民
の
意
見
を
聞
く

中
で
、課
題
と
し
て
認
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

	
各
施
策
の
指
標
に
つ
い
て
は
漠
然
と
し
た
も

の
で
は
な
く
、も
っ
と
具
体
的
に
示
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

	

各
施
策
の
指
標
設
定
に
は
一
定
限
界
も
あ
り
、

細
か
い
分
野
の
戦
略
性
に
つ
い
て
は
実
施
計

画
や
分
野
別
計
画
で
示
し
て
い
く
。

	

市
の
意
向
に
沿
わ
な
い
意
見
も
し
っ
か
り
と

調
整
し
な
が
ら
、よ
り
よ
い
計
画
を
作
っ
て
い

く
と
い
う
姿
勢
は
あ
っ
た
の
か
。

	

審
議
会
の
委
員
や
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
市
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
、計
画
作
成
の
直
前
ま
で

修
正
を
加
え
た
箇
所
が
多
く
あ
る
。

	

総
合
計
画
の
基
本
方
針
の
中
に
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
挙
げ
て
い
る
理
由

は
？

	

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と
い
う
の
は
、福

祉
分
野
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、多
様
性
の
世

の
中
に
お
い
て
必
要
な
考
え
方
で
あ
る
た
め

で
あ
る
。

附
帯
決
議
案
に
対
す
る

	

総
事
業
費
の
削
減
額
や
上
限
額
を
示
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

 

具
体
的
な
金
額
等
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、

行
政
か
ら
示
さ
れ
た
も
の
で
、そ
の
努
力
を
見
定
め

た
い
。

	

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。」と
の
要
望
は
こ
れ
ま
で
も
強
く
訴
え
て

お
り
、市
か
ら
も
繰
り
返
し
そ
の
よ
う
な
答
弁
も

あ
っ
た
が
、な
ぜ
附
帯
決
議
の
項
目
に
含
め
る
の

か
。

 

現
状
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う

な
行
財
政
改
革
を
行
う
こ
と
が
第
一
だ
と
考
え
た

た
め
で
あ
る
。

【
附
帯
決
議
の
内
容
】

◦	

J
R
芦
屋
駅
南
地
区
の
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
総
事
業
費
の
削
減
と
上
限
の
設
定
を
行

う
こ
と
。

◦	

財
源
確
保
に
向
け
実
効
性
の
あ
る
行
財
政
改
革
を

推
進
す
る
こ
と
。同
時
に
、福
祉
や
防
災
を
は
じ
め

と
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。



決算に対して会派から一言
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自由民主党
令和2年度は新型コロナウイルスに翻

弄された1年であり、医療関係者をはじ
めとする最前線で対応してくださった
方々に感謝を申し上げる。市民生活に重
大な影響を及ぼす状況を公的に救い、激
変を緩和させる政策を立案することが
できる唯一の機関である行政が、全てに
おいて、迅速かつ的確な判断ができてい
たのかを再度振り返り、今後に生かして
ほしい。市民税に大きく頼っている本市
の財政は今後影響が出る恐れがあるた
め、未来を見据えた慎重かつ市民全体が
納得できる公平な市政運営を求める。

日本共産党
コロナ禍における市独自の上下水道

基本料金の免除、事業者への家賃支援や
補助、就学児のいる低所得家庭への臨時
見舞金などは評価できる。また、これま
で求めてきた市立3中学校での給食実
施、パートナーシップ宣誓制度の開始、
市立幼稚園における3年保育の試験的実
施など、市民要求に応えた施策もあり賛
成する。しかし、職員のスキルや行政力
を後退させる民間委託の多さ、市民の合
意なき公共施設の統廃合方針、高い国保
料などは課題があり、効率優先等の新自
由主義からの脱却、暮らし優先の政治を
強く求める。

BE ASHIYA
令和2年度決算は、現市長が予算編成

をしたものであるが、コロナ禍に伴う給
付金事業等で19年ぶりに500億円を超
えるものとなった。コロナ対策に要した
経費（約117億円）でどのような効果が
あったのか、単年度にかかわらず、継続
的なチェックが必要ではないか。一方、
行政がこだわるJR芦屋駅南地区の再開
発事業だが、特別会計で前年度に比べ減
額計上されたものの、その予算の6割強
となる約2億7千万円の不用額を生じさ
せたことは行政としての説明責任に課
題を残すものとなった。

公 明 党
　令和2年度決算は、コロナ対策の経費
などにより、一般会計の歳入歳出総額そ
れぞれで、前年度比、約4割増となる異
例の年度となった。また、感染拡大防止
の観点から市民サービスも大きな制限
を受けるなど、子ども・子育て世代・高
齢者・障がいのある方などが多大な影響
を受けた。加えて、市内の商工事業者に
とっても営業時間短縮の要請などによ
り大きな影響を受けた。これらの方々へ
の適切な支援を強く要望するとともに、
巨額の財源を必要とするJR芦屋駅南地
区の再開発事業の進捗については強い
懸念を表明する。

あしや しみんのこえ
「将来を見越して無駄をなくす」とは

歳出を減らすだけではない。今使うべき
投資の考えも必要であるため、JR芦屋
駅南地区の再開発事業は早く進めるべ
きである。また、少子化で児童数が減る
からと、市立小学校の建設費は無駄な経
費と決めつけられ、学校整備や通学路の
安全確保に関しても工事費に格差があ
る。義務教育において、公立に通う子ど
もたちは公平な立場で学校に通う権利
があり、豊かに成長するための環境を整
えてほしい。将来に向けて、必要なお金
はちゅうちょなく使い、無駄なコストは
しっかりと削ってほしい。

日本維新の会
決算年度は第4次総合計画の終了年度

であり、目標達成のために努めてきたこ
とを評価する。目標不達成の部分につい
ては、原因分析を行い、第5次総合計画の
遂行に生かしてほしい。また、決算年度
はコロナ禍の影響も大きかった。財政へ
の大きな影響はなかったものの、さまざ
まな事業実施に大きな影響が出た。市民
サービスの継続提供のためにも、ポスト
コロナを見据えた行政運営を要望する。
併せて、財政面では、次年度以降の税収
減が見込まれる。持続的な行政運営のた
めの不断の努力を要望する。

◦審査体制の見直し
決算特別委員会は、昨年度から審査体制を見直
し、議会選出の監査委員（ひろせ久美子）を除く
20名の議員で構成（委員長：大原裕貴、副委員長：
中島健一）することに変更しました。具体的には、
各常任委員会のメンバーで分担して決算審査を
行いました。この審査体制の見直しにより、決算
を審査した議員が来年3月の予算審査の際に次
年度予算も審査できるため、政策的な一貫性を
持って審査に臨むことが可能となりました。

災害に強い安全なまちづくり
◆	上下水道施設の耐震化工事の実施
◆	防災マップの充実

◦	今後は毎年のように老朽化した管渠の更新と、近い将来には下水処理場
の更新を控えているため、引き続き健全な経営をお願いしたい。

◦	ウェブ版防災情報マップは市民の認知度が低い。認知度の調査を行い、
もっと市民に周知してほしい。

◦	実効性のある個別避難計画を策定するために、防災組織と福祉専門職
の連携強化を求める。

◦	消防の資機材では、小型動力ポンプなど耐用年数を超えて使用し続け
ているものがあり、メンテナンスにも費用と労力を使う。必要台数を見極
め、維持管理の適正化に努めてほしい。

子どもたちが安心して暮らし、
学べる環境づくり

◆	GIGAスクール構想関連事業（タ
ブレット端末の配備など）

◆	精道こども園・西蔵こども園の整
備工事の完了

◦	子どもたちにとってタブレット端末は非常に重く、家庭に
持ち帰ることは大きな負担となっている。家庭での使用状
況によっては学校に置いておくなど、荷物の軽量化も検討
する必要があるのではないか。

◦	インクルーシブ教育は配慮が必要な子どもが公平に生き
ていくための重要な施策であるため、今後よりよい方向に
向かうよう事業を進めてほしい。

◦	教育トークがこれ以上中止にならないよう早期再開を求
める。

病院事業会計
◦	芦屋病院が今後も市内の基幹病院として存続できる形を

模索してほしい。
◦	受診控えにより、市民の健康に甚大な影響を及ぼす恐れ

もあるため、市長部局と連携しながら、受診控えのリスク
について啓発してほしい。

◦	黒字化はしているものの、コロナ禍で病院経営にも厳しい
影響が及んでいることから、市として引き続きしっかりとし
た支援を求める。

美しいまちなみを守り、
磨き上げるまちづくり
◆	芦屋市霊園合葬式墓地等

建設事業の実施
◆	屋外広告物改修等補助金

の助成

◦	合葬式墓地内の換気対策と、パンフレットやホームページ
の内容の充実を求める。

◦	屋外広告物条例施行による景観の改善について、実感と
しては分かりづらいため、「景観」という切り口での分析を
行うとともに、その結果を発信してほしい。

◦	中小・零細事業者にとっては看板（屋外広告物）の付け替え
も負担であるため、せめて一定の額までは全額補助にす
るなどの工夫を求める。

新型コロナウイルス感染症への対応

その他の主な事業 
◆	芦屋川沿道の無電柱化工事の着手
◆	休業要請事業者経営継続支援事業および事業者支援

緊急融資事業の実施
◆	指定ごみ袋導入の検討
◆	市立幼稚園3歳児保育の試験的実施に向けた準備
◆	病児保育事業（体調不良児対応型）の実施

7月1日に開設した合葬式墓地

令和2年度

決算

◦決算収支の概要
一般会計 特別会計 財産区会計

歳入総額
（前年度比）

582億7,230万1千円
（164億6,083万円・39.4％増）

216億9,042万5千円
（6億4，511万4千円・2.9％減）

7,296万7千円
（1,535万4千円・26.7％増）

歳出総額
（前年度比）

561億1,404万円
（157億3,621万4千円・39.0％増）

211億3,267万円
（5億4,883万5千円・2.5％減）

611万5千円
（80万1千円・15.1％増）

芦屋市議会が
チェック!!

 ◆ 	は令和2年度に実施された事業など
◦	は委員からの指摘・要望事項

令和2年度（2020年度）
決算を認定しました 決算の概要はコチラ扌

◦令和2年度決算の概要
令和2年度は、新型コロナウイルス感染症への対応のため、11度にわたる補
正予算が編成され、感染拡大防止対策のほか、市民生活と事業活動への支援
や「新しい生活様式」への対応などの各種事業が実施されました。また、コ
ロナ禍においても、「芦屋市創生総合戦略」および「行政改革実施計画」を踏
まえ、「美しいまちなみを守り、磨き上げるまちづくり」および「子どもたち
が安心して暮らし、学べる環境づくり」について重点的に予算が編成され、
執行されています。一般会計の決算規模は、特別定額給付金事業の実施によ
り、19年ぶりに500億円を超えましたが、歳入歳出の差額から翌年度への
繰越財源を除いた令和2年度の実質的な黒字額は15.2億円でした。

審査の過程で委員からどのような指摘や要
望があったのか、その一部を紹介します。

なお、本会議での各会計決算に対する賛否
は、11ページ「審議結果一覧」をご覧ください。

事業者への支援・ワクチン接種・その他
◆	キャッシュレス決済ポイント事業の実施
◆	上下水道料金の免除（6カ月間）
◆	新型コロナウイルスワクチン接種事業の実施

◦	キャッシュレス決済ポイント事業について、実績の総括を行い、より有
効性のある事業へとつながるよう検討することを求める。

◦	水道事業・下水道事業会計では、未処分利益剰余金を資本金化してい
るが、その原資には市民の上下水道使用料も含まれていることから、
市民負担の引き下げに使うことも念頭に置いてほしい。

◦	コロナ禍における市の広報紙発行は当初の年間計画にこだわらず、市
民ニーズに応えられる紙面に変える柔軟性を持って対応してほしい。

生活支援
◆	特別定額給付金、子育て世帯・ひとり親世帯臨時

特別給付金の支給
◆	新型コロナウイルス対策臨時特例見舞金の支給

◦	今後、国から支給されるさまざまな給付金に対し、
今回改修した給付システムを使って迅速な対応が
できるよう常に準備をしておいてほしい。

◦	臨時休業時に放課後児童クラブに通う子どもたち
に給食を提供すれば、保護者も助かる上、納入業者
へのキャンセル代も軽減されるのではないか。

賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成
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芦
屋
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

表
明
に
つ
い
て

議
員	

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、実
施
ま
た
は
検
討
し
て
い

る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

市

	

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、環
境
保
全
率
先

実
行
計
画
を
策
定
し
、温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
料
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
き

た
。公
共
施
設
の
更
新
等
に
合
わ
せ
て
、省
エ
ネ
設

備
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
等
を
進

め
て
き
て
お
り
、今
年
度
か
ら
は
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
、蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
や
ネ
ッ
ト・

ゼ
ロ・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
の
普
及
促
進
に
向
け

た
補
助
も
始
め
て
い
る
。

議
員	

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
に
対
す

る
市
の
見
解
を
問
う
。

市

	

今
後
、国
か
ら
示
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
見
据
え
つ
つ
、効
果
的
に
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員	

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
ユ
ー
ス
、リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
に
対
す
る
市
の
見
解
を
問
う
。

市

	

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
は
、現
在
進
め

て
い
る
施
設
整
備
に
合
わ
せ
て
、国
の
動
向
も
踏

ま
え
つ
つ
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員	

公
用
車
を
今
後
ど
の
よ
う
な
種
類
の
エ
コ

カ
ー
に
更
新
し
て
い
く
計
画
な
の
か
。

市

	

環
境
保
全
率
先
実
行
計
画
に
沿
っ
て
低
公

害
車
の
導
入
を
進
め
て
い
る
が
、現
時
点
で
何
を

主
に
更
新
し
て
い
く
と
い
う
計
画
は
な
い
。現
在

販
売
中
の
電
動
車
は
、公
用
車
に
多
い
軽
自
動
車

等
が
ま
だ
少
な
く
、価
格
、バ
ッ
テ
リ
ー
の
耐
用
年

数
、充
電
施
設
の
整
備
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。今
後

普
及
が
進
め
ば
、車
種
の
特
性
も
踏
ま
え
て
転
換

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

米
田 

哲
也�

自
由
民
主
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

事
業
者
支
援
緊
急
融
資

制
度
に
つ
い
て

議
員	

昨
年
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
ま
ん
延
し
た
際
に
、本

市
は
事
業
継
続
が
苦
し
い
市

内
事
業
者
を
対
象
に
融
資
を

行
う
事
業
者
支
援
緊
急
融
資
制
度
を
実
施
し
た
。

そ
れ
か
ら
1
年
が
経
ち
返
済
期
限
を
迎
え
た
が
、

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、未
済
分
に
つ

い
て
の
今
後
の
対
応
は
？

市

	

1
1
8
件
の
貸
し
付
け
を
実
施
し
た
。返

済
期
限
到
来
前
に
5
件
の
返
済
が
あ
り
、残
る

1
1
3
件
に
つ
い
て
返
済
期
限
の
到
来
に
当
た
り

納
付
書
を
送
付
し
、返
済
を
求
め
て
い
る
。

　
9
月
2
日
現
在
の
返
済
状
況
は
、6
月
末
期
限

到
来
分
58
件
の
う
ち
一
括
返
済
25
件
、分
割
返
済

24
件
、7
月
末
期
限
到
来
分
38
件
の
う
ち
一
括
返

済
20
件
、分
割
返
済
10
件
、8
月
末
期
限
到
来
分

17
件
の
う
ち
一
括
返
済
2
件
、分
割
返
済
2
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期

化
に
よ
る
事
業
者

へ
の
影
響
を
考
慮

し
、一
括
返
済
に

加
え
て
現
在
の
売

り
上
げ
状
況
や
金

融
機
関
へ
の
返
済

状
況
等
を
踏
ま
え

た
分
割
返
済
の
相

談
を
受
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・情
報
の
更
新
に
つ
い
て

・コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
園
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

浅
海 

洋
一
郎�

日
本
維
新
の
会

学
校
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
は

議
員	

感
染
症
対
策
と
し
て
加

湿
器
の
設
置
は
可
能
か
。

教
委	

感
染
症
対
策
等
の
学
校

教
育
活
動
継
続
支
援
事
業
に

基
づ
き
、加
湿
器
の
購
入
は
可
能
で
あ
る
。

議
員	

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
進
捗
状
況
は
？

教
委	

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
家
庭
と

学
校
と
の
接
続
テ
ス
ト
を
行
い
、家
庭
の
通
信
環

境
を
確
認
し
た
。対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
選
択
制
は
、現
在
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
が
、個

別
の
状
況
に
応
じ
て
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
効
果
的
な
活
用
に
努
め
て
い
る
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
確
保
に
向
け
て

議
員	

家
庭
で
の
簡
易
ト
イ
レ
備
蓄
の
啓
発
は
？

市

	

全
戸
配
布
の
洪
水
防
災
情
報
マ
ッ
プ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
て
行
っ
て
お
り
、今
年
度
改
訂
予
定

の
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
掲
載
す
る
。

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
に
対
す
る

職
員
の
差
別
的
発
言
に
つ
い
て

議
員	

啓
発
パ
ネ
ル
展
や
研
修
が
あ
っ
た
が
、引
き

金
と
な
っ
た
事
案
は
報
道
が
あ
る
ま
で
伏
せ
ら
れ
、

再
発
防
止
に
向
け
疑
念
が
残
る
。そ
の
理
由
は
？

市

	

本
市
職
員
の
発
言
に
つ
い
て
、回
復
者
や
ご

家
族
、関
係
者
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
深
く
お
わ
び

申
し
上
げ
る
。差
別
事
象
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
は
、当
事
者
や
第
三
者
の
心
情
に
与
え
る
影
響

等
に
も
配
慮
す
べ
き
と
の
理
由
か
ら
、そ
の
内
容

は
原
則
公
表
し
な
い
こ
と
と
し
て
き
た
が
、こ
の

た
び
は
外
部
関
係
者
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
事

象
の
概
要
が
報
道
さ
れ
た
実
態
に
鑑
み
、議
員
に

は
一
連
の
経
緯
を
報
告
し
た
。

川
上 

あ
さ
え�

自
由
民
主
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

ゴ
ミ
収
集
事
業
の
行
政
と

民
間
と
の
す
み
分
け
に
つ
い
て

議
員	

本
市
の
ゴ
ミ
収
集
事
業

は
、行
政
が
直
営
す
る
地
域
と

民
間
に
委
託
し
て
い
る
地
域

に
す
み
分
け
て
実
施
し
て
い

る
。現
在
、ど
の
よ
う
に
す
み
分
け
て
い
る
の
か
。

市

	

ご
み
収
集
事
業
は
、主
に
J
R
以
北
お
よ
び

楠
町
を
事
業
者
に
よ
る
委
託
区
域
と
し
、他
の
地

域
を
直
営
に
よ
り
収
集
し
て
い
る
。

議
員	

行
政
が
直
営
す
る
地
域
と
民
間
に
委
託
し

て
い
る
地
域
は
、今
後
、維
持
し
な
が
ら
運
営
し
て

い
く
の
か
。

市

	

ご
み
収
集
の
直
営
の
割
合
は
、本
市
は
５
割

か
ら
６
割
で
あ
る
が
、こ
の
割
合
は
基
本
的
に
維

持
し
て
い
く
。こ
れ
に
は
危
機
管
理
上
の
観
点
が

あ
り
、大
規
模
災
害
や
感
染
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て

委
託
先
の
事
業
者
が
突
然
そ
の
業
務
を
遂
行
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、ご
み
収
集
は
日
々
の
市

民
生
活
に
直
結
す
る
業
務
で
あ
り
、止
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
た
め
、や
は
り
自
前
の
車
両
と
人
員

を
一
定
数
持
ち
、直
営
部
分
を
維
持
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、地
域
の
割
り
振
り
に
つ
い
て
は
、現
在

の
割
り
振
り
を
長
く
続
け
て
お
り
、危
機
管
理
的

な
観
点
も
含
め
て
地
域
の
入
れ
替
え
を
す
べ
き
と

い
っ
た
指
摘
を
議
会

か
ら
受
け
て
い
る
が
、

そ
れ
は
研
究
課
題
と

し
て
お
り
、現
在
の
と

こ
ろ
、地
域
の
割
り
振

り
も
含
め
て
現
状
の

体
制
を
維
持
す
る
考

え
で
あ
る
。

中
村 
亮
介�

あ
し
や 

し
み
ん
の
こ
え

芦
屋
の
ビ
ー
チ
を
守
ろ
う
！

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
の
除
去
を

議
員	

潮
芦
屋
ビ
ー
チ
に
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
片
の
よ
う
な
石

が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
。拳

よ
り
大
き
な
も
の
も
埋
ま
っ

て
お
り
、改
修
工
事
前
の
ビ
ー
チ
と
は
一
変
し
て

い
る
。子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
楽
し
め
る
ビ
ー
チ

に
戻
す
た
め
、砂
の
中
に
大
量
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
を
早
急
に
処
理
す
る
よ
う
求

め
る
。日
本
一
の
ビ
ー
チ
に
！

市

	

こ
の
た
び
の
県
の
潮
芦
屋
ビ
ー
チ
で
の
護

岸
工
事
で
は
、既
設
護
岸
の
取
り
壊
し
時
に
生
じ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
を
搬
出
し
た
上
で
、新
た
な

護
岸
が
造
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、ビ
ー
チ
内
に
は
、

砕
石
や
掘
削
土
砂
で
工
事
用
道
路
と
ヤ
ー
ド
を
設

置
し
て
い
た
が
、使
用
後
は
撤
去
し
、整
地
し
た

後
、除
草
や
ご
み
の
除
去
を
行
っ
て
い
る
。県
か
ら

は
、ビ
ー
チ
の
美
観
や
安
全
性
に
配
慮
し
て
施
工

し
た
と
報
告
を
受
け
て
お
り
、現
在
出
て
い
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
片

と
工
事
の
因
果

関
係
は
不
明
で

あ
る
が
、今
後

の
ビ
ー
チ
の
安

全
な
利
用
の
た

め
、調
査
を
実

施
し
、撤
去
に

努
め
る
と
確
認

し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
海
を
汚
染
す
る
タ
バ
コ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
問

題
に
つ
い
て 

長
谷 

基
弘�

あ
し
や 

し
み
ん
の
こ
え

芦
屋
保
健
所
の
存
続
を

議
員	

芦
屋
保
健
所
は
県
行
革

の
対
象
で
、令
和
５
年
度
に
窓

口
業
務
の
み
残
し
て
宝
塚
保
健

所
に
統
合
さ
れ
る
方
針
だ
。存

続
の
た
め
の
県
へ
の
働
き
か
け
は
？

市

	

統
合
に
関
す
る
市
民
へ
の
丁
寧
な
周
知
や
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
、

市
と
の
連
携
に
よ
る
業
務
へ
の
支
障
を
生
じ
さ
せ

な
い
よ
う
に
、必
要
な
措
置
を
実
施
し
て
い
た
だ

く
よ
う
一
昨
年
12
月
に
県
へ
要
望
書
を
提
出
し
た

こ
と
に
加
え
、昨
年
11
月
の
県
政
要
望
で
も
新
規

重
点
要
望
と
し
て
求
め
て
い
る
。さ
ら
に
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
等
、新
た
な
視

点
も
踏
ま
え
、芦
屋
分
室
と
し
て
残
す
機
能
の
協

議
を
進
め
る
べ
く
、引
き
続
き
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
く
。

職
員
手
当
等
か
ら
見
た

本
市
の
新
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

議
員	

持
ち
家
職
員
へ
の
住
居
手
当（
月
額
５
千

円
）は
新
行
革
の
対
象
だ
が
、組
合
と「
継
続
協
議
」

で
は
意
味
が
な
い
。国・
県
は
廃
止
済
み
だ
。い
つ

ま
で
に
や
め
る
か
明
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市

	

住
居
手
当
の
国
基
準
と
異
な
る
取
り
扱
い

は
、労
使
双
方
が
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、

解
決
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、議
決
を
経

て
、現
在
の
段
階
的
な
減
額
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。令
和
５
年
度
以
降
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も

労
使
で
継
続
的
に
協
議
を
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。し
た
が
っ
て
、新
行
革
の
実
施
内
容
に
継
続

協
議
と
し
か
記
載
し
て
い
な
い
の
は
、当
局
側
に

お
い
て
一
方
的
に
手
当
の
削
減
を
計
画
し
、効
果

額
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
で
あ
る
。

大
塚 

の
ぶ
お�

B
E 

A
S
H
I
Y
A

道
路
空
間
の
利
活
用
で

ま
ち
の
活
性
化
を
！

議
員	

国
土
交
通
省
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
る
飲
食
店
等

を
支
援
す
る
た
め
の
緊
急
措

置
と
し
て
、路
上
利
用
の
占
用

許
可
基
準
を
緩
和
し
た
。こ
の「
コ
ロ
ナ
特
例
」の

活
用
に
よ
り
、時
限
的
に
道
路
を
販
売
や
テ
ラ
ス

席
で
の
飲
食
提
供
の
た
め
に
利
用
可
能
と
な
っ

た
。本
市
で
試
験
的
に
実
施
し
た
結
果
に
つ
い
て

の
評
価
と
今
後
の
展
開
を
問
う
。

市
	

大
桝
町
で
の
コ
ロ
ナ
特
例
を
活
用
し
た
道

路
占
用
の
取
り
組
み
は
、こ
れ
ま
で
特
に
問
題
は

生
じ
て
お
ら
ず
、飲
食
店
等
の
支
援
に
つ
な
が
っ

た
好
事
例
で
あ
り
、地
域
が
道
路
を
利
活
用
す
る

新
た
な
可
能
性
を
見
い
だ
せ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
は
、大
桝
町
で
の
実
績

か
ら
、他
に
も
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、今
後
、商
工
会
等
に
意
見
を
求
め
な
が

ら
、制
度
導
入
が
可
能
な
場
所
や
手
法
の
研
究
を

進
め
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・中
高
年
層
の
ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て 

福
井 

美
奈
子�

自
由
民
主
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

潮芦屋ビーチで見つかったコンクリート片

試験的にテラス営業を実施した大桝公園の
南側の道路

質 問般一
9月8日から10日までの3日間に17人の議員が、計34項目の一般質問を行いました。9月8日から10日までの3日間に17人の議員が、計34項目の一般質問を行いました。
質問時間は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、議員1人当たり30分以質問時間は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、議員1人当たり30分以
内（通常40分）としました。内容の一部を紹介します。内（通常40分）としました。内容の一部を紹介します。

詳細は市議会ホームページ「議会中継」をご覧ください。詳細は市議会ホームページ「議会中継」をご覧ください。

9月8日から10日までの3日間に17人の議員が、計34項目の一般質問を行いました。
質問時間は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、議員1人当たり30分以
内（通常40分）としました。内容の一部を紹介します。

詳細は市議会ホームページ「議会中継」をご覧ください。

詳しくはコチラから➡詳しくはコチラから➡詳しくはコチラから➡
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マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
支
援
に
つ
い
て

議
員	

集
合
住
宅
の
特
性
に
対

応
し
た
防
災
支
援
の
必
要
性

を
６
年
前
に
取
り
上
げ
て
以

来
、行
政
は
少
し
ず
つ
前
進
し

て
き
た
。地
域
と
の
連
携
の
視
点
か
ら
自
治
会
未

加
入
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
照
準
を
当
て
る
現
状
の
狭

さ
を
見
直
し
、加
入・未
加
入
に
か
か
わ
ら
ず
支
援

し
て
こ
そ
、地
域
防
災
力
が
高
ま
る
と
考
え
る
。そ

の
視
点
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
直
接
の
支
援
制
度

を
求
め
る
。

市

	

集
合
住
宅
へ
は
、所
属
す
る
自
主
防
災
会
が

実
施
す
る
防
災
活
動
に
対
し
て
、自
主
防
災
会
育

成
事
業
に
て
支
援
し
て
い
る
。自
主
防
災
会
に
属

さ
な
い
集
合
住
宅
単
独
で
の
活
動
に
対
す
る
支
援

制
度
を
設
け
て
い
な
い
の
は
、地
域
防
災
力
を
高

め
る
た
め
に
も
、平
時
か
ら
の
地
域
で
の
連
携
が

重
要
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。

　
な
お
、集
合
住
宅
に
対
す
る
防
災
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
た
め
、

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
特
集
ペ
ー
ジ

を
設
け
た
ほ
か
、

要
望
が
あ
れ
ば
出

前
講
座
を
行
っ
て

い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・平
和
行
政
に
つ
い
て

・行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て 

平
野 

貞
雄�

日
本
共
産
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
で
き
る

場
所
の
確
保
を

議
員	

市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
実

施
計
画
に
載
っ
て
い
る
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
が
で
き
る
場
所
の
確

保
の
予
定
は
？

市

	

音
の
問
題
か
ら
、

近
隣
と
の
合
意
形
成
が

必
要
な
施
設
で
あ
る
。現

在
、場
所
を
確
保
で
き
て

い
な
い
た
め
、利
用
者
に

よ
る
団
体
の
構
成
に
合

わ
せ
て
、場
所
の
選
定
と

運
用
方
法
等
の
協
議
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

議
員	

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
非
常
に
低
い
。接
種

に
関
す
る
正
確
な
情
報
提
供
を
求
め
る
。

市

	

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
周
知
に
加
え
、情
報
に
接
す
る
機
会
を
確

保
し
、接
種
の
検
討・判
断
が
で
き
る
よ
う
厚
労
省

の
最
新
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
掲
載
し
た
。ま
た
、今

年
度
定
期
接
種
対
象
の
小
学
6
年
生
か
ら
高
校
1

年
生
相
当
の
女
子
の
う
ち
一
度
も
接
種
を
し
て
い

な
い
方
と
そ
の
保
護
者
に
向
け
、接
種
の
概
要
と

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
発
送
し
た
。

教
委	

保
護
者
に
向
け
た
文
書
で
の
周
知
の
ほ
か
、

保
健
の
授
業
な
ど
で
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

議
員	

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
の
費
用
を
一
部
補
助
す
る
考
え
は
？

市

	

現
在
、国
か
ら
の
指
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、国
の
動
向
等
を
注
視
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
区
集
会
所
の
使
用
に

つ
い
て

田
原 

俊
彦�

公
明
党

コ
ロ
ナ
禍
の
児
童
虐
待
や

子
育
て
支
援
対
策
の
強
化
を
!

議
員	

コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
や

子
育
て
支
援
へ
の
負
担
が
増
大

し
て
い
る
。小
中
学
校
の
い
じ

め
、不
登
校
の
現
状
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
る
差
別
防
止
策
は
？

教
委	

い
じ
め
の
令
和
元
年
度
の
認
知
件
数
は
千

人
当
た
り
1
8
3
件
、不
登
校
の
令
和
2
年
度
の

状
況
は
、令
和
元
年
度
と
比
べ
て
小
学
校
で
約
0・

3
%
増
加
、中
学
校
で
約
0・7
%
減
少
し
た
。ワ

ク
チ
ン
接
種
や
感
染
に
よ
る
い
じ
め
や
差
別
を
防

ぐ
た
め
、各
個
人
の
判
断
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
学
校
で
丁
寧
に
指
導
し
、家
庭
に
も

理
解
を
得
て
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。感
染
が

発
生
し
た
場
合
は
、個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
、

慎
重
な
対
応
を
行
い
、保
護
者
等
に
も
人
権
を
尊

重
し
た
配
慮
を
お
願
い
し
て
い
る
。

議
員	

児
童
虐
待
の
現
状
と
対
策
は
？

市

	

令
和
2
年
度
の
相
談
受
付
件
数
は
2
4
7

件
で
、要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
で
組
織
的

に
対
応
す
る
こ
と
で
、要
保
護
児
童
等
の
早
期
発

見
と
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員	

昨
年
の
全
校
休
校
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
状
況
と
教
職
員
の
I
C
T
の
技
量
は
？

教
委	

市
内
全
校
一
斉
臨
時
休
業
時
は
、さ
ま
ざ
ま

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
中
で
授
業
動
画
等
を

作
成
し
て
配
信
し
た
。教
職
員
に
つ
い
て
も
、研
修

や
実
践
を
積
み
重
ね
て
準
備
が
進
ん
で
き
た
と
認

識
し
て
い
る
。

議
員	

ネ
ッ
ト
環
境
で
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

薬
物
乱
用
防
止
対
策
は
？

教
委	

授
業
で
の
学
習
、関
係
機
関
と
連
携
し
た
学

習
の
ほ
か
、学
校
内
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、

保
護
者
等
へ
も
周
知
し
て
い
る
。

帰
山 
和
也�

公
明
党

緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の

さ
ら
な
る
普
及
を

議
員	

災
害
時
の
情
報
伝
達
手

段
と
し
て
、風
向
き
等
の
影

響
を
受
け
な
い
緊
急
告
知
ラ

ジ
オ
は
大
変
有
効
だ
。し
か

し
、販
売
台
数
は
西
宮
市
の
約
1
万
8
0
0
台
に

比
べ
本
市
で
は
貸
与
を
除
く
と
た
っ
た
1
4
3
台

で
あ
り
、そ
の
原
因
が
販
売
価
格
の
差
に
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
。市
と
し
て
補
助
を
行
い
、西
宮
市

並
み
に
な
る
よ
う
求
め
る
。

市

	

緊
急・
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
登
録
者
に

対
し
て
は
千
円
で
販
売
し
て
い
る
が
、そ
の
差
を

設
け
た
の
は
、高
齢
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
が
取
り
に
く
い
方
に
特
化
さ

せ
る
こ
と
と
、ま
た
、台
帳
に
な
る
べ
く
登
録
し
て

い
た
だ
く
た
め
で
あ
る
。台
帳
登
録
者
の
中
で
も

ま
だ
25
%
ぐ
ら
い
の
方
し
か
ラ
ジ
オ
を
購
入
し
て

い
な
い
た
め
、台
帳
登
録
者
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
送
る
な
ど
、さ
ら
に
周
知
を
し
た
い
。ま
た
、

自
主
防
災
会
等
に
も
、ラ
ジ
オ
か
ら
情
報
を
取
り

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
な
ど
も
併
せ
て

調
査
し
た
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

徳
田 

直
彦�

公
明
党

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

市
で
自
宅
療
養
者
の
支
援
を

議
員	

自
宅
療
養
者
が
増
え
る

中
、パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

の
貸
与
、食
料
品・
日
用
品
の

配
付
を
す
る
自
治
体
が
増
え

た
。感
染
者
の
生
命
を
守
る
た
め
、本
市
で
も
検
討

を
求
め
る
。

市

	

感
染
症
対
策
に
お
い
て
、国・県・市
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、自
宅
療
養

者
の
情
報
は
県
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

た
め
、個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、市
へ
の
情
報

提
供
は
な
い
。ま
た
、自
宅
療
養
者
へ
の
パ
ル
ス
オ

キ
シ
メ
ー
タ
ー
や
食
料
品
等
の
供
給
支
援
は
、現

在
、県
が
実
施
し
、充
足
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

た
め
、今
の
と
こ
ろ
市
独
自
で
の
対
応
は
考
え
て

い
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
検
討
は

議
員	

児
童
の
感
染
例
が
増
え
た
こ
と
で
、保
護
者

間
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。本
年
度
中
に
実

施
可
能
な
取
り
組
み
は
？

教
委	

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
授
業
は
、ま
ず
は

健
康
観
察
や
学
習
課
題
の
諸
連
絡
か
ら
始
め
、状

況
に
応
じ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業

の
充
実
に
向
け

て
準
備
を
進
め

て
い
る
。

寺
前 

尊
文�

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
の

負
担
軽
減
を

議
員	

本
市
の
国
保
料
は
、今
年

度
の
改
定
に
よ
り
阪
神
間
7

市
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。年

収
3
0
0
万
円
の
4
人
家
族

の
場
合
、収
入
の
14
%
が
保
険
料
と
な
る
。社
会
保

障
の
た
め
に
払
う
保
険
料
に
よ
り
家
計
が
圧
迫
さ

れ
る
と
い
う
矛
盾
を
ど
う
考
え
る
か
。

市

	

国
民
健
康
保
険
料
は
、本
市
の
被
保
険
者
1

人
当
た
り
所
得
が
県
内
で
最
も
高
い
こ
と
が
県

へ
の
納
付
金
額
に
影
響
し
、保
険
料
負
担
が
重
く

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。県
と
し
て
同
一

所
得・
同
一
保
険
料
を
目
指
し
た
検
討
を
進
め
て

お
り
、こ
の
達
成
に
よ
り
県
内
他
市
と
の
保
険
料

率
の
差
が
な
く
な
る
も
の
で
あ
る
。国
に
対
し
て

は
、医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
に
向
け
た
抜
本
的

改
革
の
実
施
、国
保
財
政
基
盤
の
強
化
と
さ
ら
な

る
拡
充
を
図
る
こ
と
、ま
た
、特
に
低
所
得
者
層
に

対
す
る
負
担
軽
減
策
の
拡
充・
強
化
な
ど
を
継
続

し
て
要
望
し
て
い
る
。

議
員	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
も
、一
般
財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
求
め
る
。

市

	

法
定
外
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、

解
消
に
向
け
て
全
国
で
動
い
て
い
る
。本
来
、保
険

料
で
賄
う
べ
き
と
こ
ろ
に
法
定
外
の
繰
り
入
れ
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
は
、県
下
で
も
本
市
を
含
め

て
3
市
し
か
な
く
、い
ず
れ
の
市
も
赤
字
削
減・解

消
計
画
の
策
定
と
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。こ

の
状
況
下
に
お
い
て
、保
険
料
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
繰
り
入
れ
は
、本
市
に
限
ら
ず
ど
の
市

も
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・芦
屋
浜
地
区
の
市
民
要
望
に
つ
い
て 

川
島 

あ
ゆ
み�

日
本
共
産
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

コ
ロ
ナ
か
ら

市
民
を
守
る
支
援
を

議
員	

政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
で

市
民
の
命
や
暮
ら
し
が
守
ら
れ

て
い
る
と
言
え
る
の
か
。

市

	

国
は
状
況
に
応
じ
た
対

策
を
講
じ
て
い
る
が
、さ
ら
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
加
速
化
と
医
療
提
供
体
制
の
逼
迫
を
防
ぐ
必
要

が
あ
る
。市
民
の
命
と
健
康
を
守
り
、効
果
的
に
感

染
症
対
策
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、国
や
県
と

の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
く
。

議
員	

芦
屋
保
健
所
の
存
続
を
求
め
る
。

市
	

こ
れ
ま
で
も
県
に
対
し
て
要
望
し
て
き
た

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
等

も
踏
ま
え
、新
知
事
の
方
針
を
確
認
し
な
が
ら
、芦

屋
分
室
と
し
て
残
す
機
能
の
協
議
を
進
め
る
べ
く

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

議
員	

社
会
的
P
C
R
検
査
の
対
象
を
拡
大
し
検

査
費
の
補
助
を
求
め
る
。

市

	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
す
る
可
能

性
の
高
い
方
を
優
先
す
る
必
要
が
あ
り
、検
査
対

象
の
拡
大
や
費
用
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員	

自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
市
民
に
は
、

県
と
連
携
し
て
支
援
を
行
う
よ
う
求
め
る
。

市

	

自
宅
療
養
者
の
情
報
は
県
が
管
理
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら

市
へ
の
情
報
提
供
は
な
い
。現
在
、県
が
支
援
を
実

施
し
、充
足
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

議
員	

市
内
事
業
者
や
一
般
世
帯
に
市
独
自
の
支

援
を
求
め
る
。

市

	

市
内
事
業
者
へ
は
、国
の
交
付
金
を
活
用
し

た
本
市
独
自
支
援
を
検
討
中
※
で
あ
る
。一
般
世

帯
へ
は
、保
険
料
等
の
納
付
が
困
難
な
方
へ
の
減

免
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
る
。

※
今
定
例
会
中
に
、市
長
か
ら
芦
屋
市
事
業
者
一
時
支
援

金
事
業
実
施
の
た
め
、補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、可
決

ひ
ろ
せ 

久
美
子�

日
本
共
産
党
芦
屋
市
議
会
議
員
団

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

議
員	

本
市
は
市
域
が
狭
く
、交

通
事
故
対
策
を
講
じ
や
す
い
。

交
通
事
故
対
策
を
さ
ら
に
推

進
す
れ
ば
、近
隣
市
が
真
似
で

き
な
い
市
の
強
み
と
な
り
、市
外
へ
の
P
R
と
な

る
。ま
た
、既
存
住
民
の
満
足
度
に
も
直
結
す
る
。

E
T
C
2・
0
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
※
等
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
し
、よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

交
通
安
全
対
策
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

市

	

E
T
C
2・
0
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
を
用
い

た
交
通
事
故
の
未
然
防
止
に
関
す
る
取
り
組
み

は
、従
来
の
交
通
安
全
対
策
に
加
え
、こ
れ
ま
で
の

E
T
C
に
比
べ
、自
動
車
の
走
行
履
歴
デ
ー
タ
や

挙
動
履
歴
デ
ー
タ
等
の
収
集
が
可
能
と
な
り
、そ

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
は
交
通
安
全
対
策
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、国
土
交
通
省

と
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

※
E
T
C
2・
0
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
と
は
、
E
T
C
2・

0
車
載
器
を
搭
載
し
た
車
両
の
位
置
や
速
度
等
の
走

行
デ
ー
タ
を
2
0
0
m
間
隔
で
自
動
蓄
積
す
る
も
の

◆
そ
の
他
の
質
問

・ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
適
正
利
用
に
つ
い
て 

大
原 

裕
貴�

日
本
維
新
の
会

0.008
都市部（阪神間）の人口一人当たり事故発生件数（2020年）

宝塚市

0.007

0.006

0.005

0.004

0.003

0.002

0.001

0.000
三田市 神戸市

東灘区
西宮市 神戸市

灘区
芦屋市 尼崎市 川西市 神戸市

中央区

スケートボードパーク（西宮市内）

販売価格は西宮市の2,200円に対して本
市は8,800円と差がありすぎる。

阪神間各市の交通事故発生件数(4ヵ年平均)
（兵庫県警察『交通事故統計情報(2017年～
2020年)』より作成）
現状では一番事故が少ない自治体とは言えな
いが、「狭い市域」という特徴を生かせば、特化
を目指すことは可能ではないか。
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議案番号 件名 結果 主な内容
条例の一部改正
52 個人情報保護条例及び手数料条例 可決 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、マイナン

バーカードの再交付手数料の規定を削除するほか、関係規定を整理するもの
53 特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の保育料等に関する条例 可決 子ども・子育て支援法施行令の一部改正に伴い、小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム事業）を行う者に
養育されている子どもが、認定こども園や保育所などを利用する場合に利用者負担を求めないこととするもの

54 市立保育所の設置及び管理に関する条例 可決 詳しくは2・3ページの「注目の議案」をご覧ください。
55 移動等円滑化のために必要な道路の構造

に関する基準を定める条例 可決 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部改正に伴い、旅客特定車両停留施設の構造
および移動等円滑化のために必要なその他の施設等の基準を定めるほか、関係規定を整備するもの

令和3年度補正予算

56 一般会計補正予算（第6号） 可決
新型コロナウイルスワクチン接種事業費、急傾斜地等の安全対策事業費およびがん患者のアピアランスサ
ポート事業※費の追加等を行うもの。
※アピアランス（外見）の変化に伴う悩みを抱えるがん患者への支援のこと

57 公共用地取得費特別会計補正予算（第2
号） 可決

JR芦屋駅南地区市街地再開発事業で取得の必要が生じた地区外転出地権者の用地について、将来の国庫
補助の申請を可能とするため、公共用地取得費特別会計において先行して取得する必要が生じることから、
必要経費の追加等を行うもの

66 一般会計補正予算（第7号） 可決
芦屋市事業者一時支援金事業として、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けている中小法人・個人事
業主で、国の月次支援金または県の時短・休業要請のいずれにも対象とならない事業者のうち売上が大きく
減少している事業主に対し、1事業者につき一律10万円の一時支援金を支給し、事業の継続・立て直しやそ
のための取り組みを支援するもの

令和2年度決算
60 各会計決算の認定 認定 詳しくは4・5ページの「令和2年度決算」をご覧ください。

61 下水道事業会計決算の認定 認定 【総収益】30億8,763万円　【総費用】26億5,448万2千円
【差引収支】4億3,314万8千円の純利益　【当年度未処分利益剰余金】6億4,159万6,538円

62 下水道事業会計未処分利益剰余金の処
分 可決 令和2年度決算において生じた未処分利益剰余金6億4,159万6,538円のうち、2億円を資本金に組み入れ、

2億3,314万7,760円を減債積立金に積み立てるもの
63 水道事業会計決算の認定 認定 【総収益】17億7,364万1千円　【総費用】18億2,164万円

【差引収支】4,799万9千円の純損失　【当年度未処分利益剰余金】2億8,498万6,182円
64 水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 令和2年度決算において生じた未処分利益剰余金2億8,498万6,182円のうち、1億円を資本金に組み入れ、

1億円を減債積立金に積み立てるもの
65 病院事業会計決算の認定 認定 【総収益】57億6,643万2千円　【総費用】54億5,405万3千円

【差引収支】3億1,237万9千円の純利益　【当年度未処理欠損金】119億452万1千円
その他
50 教育委員会委員の任命 同意 令和3年9月30日をもって任期が満了する委員の次期委員を任命するもの
51 人権擁護委員の候補者の推薦 同意 令和3年12月31日をもって任期が満了する委員の次期委員を推薦するもの
58 総合計画の基本構想及び前期基本計画

を定めることについて 可決※2 詳しくは2・3ページの「注目の議案」をご覧ください。
59 財産の無償譲渡について 可決 詳しくは2・3ページの「注目の議案」をご覧ください。

議員提出議案
22 芦屋市個別外部監査契約に基づく監査に

関する条例の制定について 可決 詳しくは10ページ下段をご覧ください。

23 教職員定数の改善と義務教育費国庫負
担制度堅持に係る意見書 可決

詳しくは10ページ中段の「可決した意見書」をご覧ください。
24 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的

助成制度の創設を求める意見書 可決

25 大塚のぶお議員に対する問責決議 否決 市職員によるパワー・ハラスメントに係る大塚議員の発言について、議員としての責務を認識し、高い倫理観
を求めるとともに、猛省すべきことを勧告するもの

請願

9
教職員定数改善と義務教育費国庫負担
制度を堅持するための2022年度政府予
算に係る請願書

採択

1.中学校・高等学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級について検討すること。
2．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配の増員や少数職種の配置増など教職員定数改
善を推進すること。3．自治体で国の標準を下回る「学級編成基準の弾力的運用」の実施ができるよう加配の
削減は行わないこと。4．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の負担
割合を堅持すること。以上、1 〜 4を政府や国会に求めるもの

10 加齢性難聴者の補聴器購入への公的助
成を求める請願書 採択 「加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度の創設を国に求める意見書」を芦屋市議会として採択

し、政府や国会に提出するよう求めるもの
陳情

12

辺野古新基地建設の中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転について国民的議
論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的
に解決するべきとする意見書の採択を求
める陳情（総務常任委員会）

不採択
辺野古新基地建設工事を中止し、普天間基地を運用停止にすること。また、普天間基地の代替施設が日本国
内に必要か否か国民的議論を行い、最終的には国会で沖縄の米軍基地の負担軽減を国が責任をもって行う
法整備等の仕組みのなかで解決することなどを求めるもの。
詳しくは市議会ホームページ「陳情の委員会審査結果（令和1〜4年度）」をご覧ください。

※1 ■■■は「賛否の分かれた議案」を表しています。　※2 審議を行った総務常任委員会において、附帯決議案を賛成多数で可決しています。
※3 陳情は委員会での審査結果です。

◦9月定例会で賛否の分かれた議案の採決の結果は次のとおりです。

会派名 自由民主党
芦屋市議会議員団

日本共産党
芦屋市議会議員団 BE ASHIYA 公明党 あしや

しみんのこえ
日本

維新の会
会派に

属さない
議員

議決結果

議
員
名

議案番号

福
井
利
道
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上
あ
さ
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米
田
哲
也

福
井
美
奈
子

松
木
義
昭

ひ
ろ
せ
久
美
子

川
島
あ
ゆ
み

平
野
貞
雄

大
塚
の
ぶ
お

中
島
健
一

青

山

暁

帰
山
和
也

徳
田
直
彦

田
原
俊
彦

た
か
お
か
知
子

長
谷
基
弘

中
村
亮
介

大
原
裕
貴

浅
海
洋
一
郎

山
口
み
さ
え

寺
前
尊
文

結

果

賛

成

反

対

棄

権
第52号議案 ○ ○ ○ ○ ― × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決 16 4 0
第54号議案 ○ ○ ○ ○ ― × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決 16 4 0
第58号議案 ○ ○ ○ ○ ― × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決 16 4 0
第59号議案 ○ ○ ○ ○ ― × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決 16 4 0
第60号議案 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決 19 1 0
議員提出議案第22号 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ 可決 16 4 0
議員提出議案第25号 × × × × ― 棄 棄 棄 除 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 否決 6 10 3

※「○」…賛成、「×」…反対、「棄」…棄権、「除」…除斥、「－」…議長（議長は表決に参加しません。）

▶賛否の分かれた議案

▶審議結果一覧

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
実
状
と

対
策
に
つ
い
て

議
員	

自
宅
療
養
者
も
増
え
て

き
て
い
る
中
で
、救
急
業
務
の

実
状
と
今
後
感
染
者
が
増
加

し
た
場
合
の
対
策
は
で
き
て
い

る
か
。

市

	

市
全
体
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

の
搬
送
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、

保
健
所
か
ら
の
市
内
救
急
指
定
病
院
へ
の
搬
送
に

つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、引
き
続
き

保
健
所
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。自
宅
療
養
者

や
待
機
者
の
数
や
状
況
を
市
で
は
把
握
で
き
な
い

が
、コ
ロ
ナ
事
案
が
数
件
発
生
す
る
な
ど
長
時
間

の
救
急
業
務
等
の
活
動
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、

増
隊
等
で
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

病
院	

入
院・外
来
、救
急
医
療
や
健
診・予
防
医
療

な
ど
、市
民
の
皆
さ
ま
に
求
め
ら
れ
る
医
療
を
継

続
し
つ
つ
、感
染
症
予
防
策
を
講
じ
、入
院
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
感
染
症
患
者
の
受

け
入
れ
要
請
が
あ
れ
ば
、で
き
る
限
り
応
じ
る
考

え
で
あ
る
。

議
員	

自
宅
で
の
往
診
、物
資
が
届
い
て
い
る
か
の

確
認
、
P
C
R
検
査
の
充
実
な
ど
県
と
の
連
携
が

ま
す
ま
す
大
切
に
な
る
。縦
割
り
で
は
な
く
市
民

の
命
を
救
う
と
い
う
視
点
で
市
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
。

市

	

コ
ロ
ナ
対
策
は
、国・県・市
そ
れ
ぞ
れ
の
権

限
と
役
割
に
基
づ
い
て
、役
割
分
担
し
て
対
応
し

て
い
る
。自
宅
療
養
者
も
含
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
へ
の
対
応
は
、感
染
症
対
策
に
お

け
る
権
限
と
役
割
分
担
に
よ
り
県
の
対
応
と
な
っ

て
い
る
。

山
口 

み
さ
え�

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

通
学
路
の
安
全
対
策
を

議
員	

交
通
安
全
対
策
は
通
学

路
の
優
先
度
が
高
い
は
ず
だ

が
、市
民
か
ら
安
心
で
き
な

い
と
聞
く
場
所
が
多
い
。対

策
は
万
全
か
。市
民
が
危
険
と
感
じ
る
場
所
と
市

の
認
識
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

教
委	

通
学
路
の
現
状
お
よ
び
安
全
対
策
は
、芦

屋
市
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、通
学

路
点
検
を
関
係
機
関
、学
校
、地
域
の
方
々
が
連

携
し
、中
学
校
区
ご
と
に
3
年
に
一
度
の
周
期
で

行
っ
て
い
る
。通
学
路
は
、子
ど
も
が
安
全
に
通

学
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
た
め
、

今
後
も
通
学
路
合
同
点
検
を
地
域
と
と
も
に
実
施

し
、関
係
機
関
と
連
携
し
て
危
険
箇
所
の
点
検・改

善
を
進
め
て
い
く
。

非
常
時
に
お
け
る
学
び
の
保
障
を

議
員	

学
級
閉
鎖
中
な
ど
の
学
び
の
保
障
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
早
期
実
施
を
求
め
る
。 

教
委	

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
健
康
観
察

や
学
習
課
題
の
諸
連
絡
か
ら
始
め
、状
況
に
応
じ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
充
実
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

議
員	

荷
物
の
負
担
軽
減
と
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
活
用
を
求
め
る
。

教
委	

教
科
書
の
う
ち
学
校
に
置
い
て
帰
る
も
の

と
持
ち
帰
る
も
の
を
決
め
る
な
ど
、負
担
軽
減
に

努
め
て
い
る
が
、今
後
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
南
護
岸
工
事
完
成
後
に
起
き
た
台
風
の
影
響

に
つ
い
て

た
か
お
か 

知
子�

あ
し
や 

し
み
ん
の
こ
え

今定例会で可決した意見書につきましては、地方自治法第99条の規定により、芦屋市議会からそれぞれの提出先に提出して
います。

【提出先】	衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣
【内　容】	以下の4点の措置が講じられるよう強く要請するもの
1	中学校・高等学校での35人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級について検討すること。
2	学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を推進すること。
3	自治体で国の標準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよう加配の削減は行わないこと。
4	教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度の負担割合を引き上げる

こと。

【提出先】	衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣
【内　容】	加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度を創設するよう強く要望するもの

【内　容】	議員から個別外部監査契約に基づく監査に関する条例を新たに制定する議案が提出され、賛成多数で可決しまし
た。この条例は、従来の市の監査委員の機能と併せ、外部の専門家（公認会計士など）による監査を実施できるように
するものです。この条例の提出議員は、条例案を作成するまでに、制度に詳しい講師を招いて議員向けの勉強会を
自主的に開催するなど、時間をかけて見識を深めてきました。今後、市議会としても、必要に応じて本
制度を活用していきます。

意見書・条例の詳しい内容については、市議会ホームページ「議員提出議案の審議結果（令和1 ～ 4年度）」
（右記QRコード参照）をご覧ください。

可決した意見書

個別外部監査契約に基づく監査に関する条例を可決

教職員定数の改善と義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書（議員提出議案第23号）

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度の創設を求める意見書（議員提出議案第24号）

（議員提出議案第22号）

全員一致

全員一致

賛成多数



12月定例会
日程（予定）

芦屋市議会では、本会議・委員会（議会運営委員会を除く）のインターネット映像
配信を行っています。パソコン・スマートフォンなどでご覧ください。また、日程
が変更になることがありますので、ホームページなどでお確かめください。

月 火 水 木 金 土 日

◦
本
会
議・委
員
会
の
開
始
は
、原
則
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

11/22 23 24 25 26 27 28

議会運営
委員会

本会議（提案説明）
総務常任委員会

29 30 12/1 2 3 4 5

議会運営
委員会

本会議
（採決・提案説明）

建設公営企業
常任委員会

民生文教
常任委員会

総務
常任委員会

6 7 8 9 10 11 12

委員会
（予備日）

議会運営
委員会

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問等）

13 14 15 16 17 18 19

委員会
（予備日）

20 21 22 23 24 25 26

議会運営
委員会

本会議
（採決）

議員研修会を開催しました
10月27日に、兵庫県立大学大学院　減災復興政策研究科

の冨永良喜教授から、「コロナ禍における子どものストレス
について」をテーマにお話いただきました。

研修では、子どものストレスの現状や自殺の実態、教育政
策における課題、ストレスやトラウマへの対処方法などについての説明があり、中でも教育政策では、「心の健康」を学
ぶ授業の増加とスクールカウンセラーの常駐化・常勤化を目指して取り組んでほしいとのことでした。また、新型コロ
ナウイルス感染症では、誹謗中傷等を恐れるがために体調不良を隠して登校し、感染を拡大させている実態があるた
め、コロナに対する正しい知識を得ること、感染した方を思いやり応援すること、そして、コロナの「陽性体験を安心し
て語れる社会」「陽性体験の語りから学ぶ社会」に変えていく必要があるとのことでした。

コロナ禍における子どもの心のケアやサポートについて、多くの貴重な知識を得ることができました。

議会のナゼ? なに? 再発見!

編集後記

全国的に議員による市職員へ

のハラスメントが新聞等で取り上

げられるようになりました。芦屋

市議会内でも「指針」を作成し、

ハラスメントを防止しようと動き出

していますが、まだ始まったばか

りです。議員と市職員は立場が

違いますが、芦屋市をより良くす

るために共に働いていることを

胸に刻みたいと思います。

【編集委員】  川島 あゆみ
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◆応募方法
「電子メール」または「はがき」にて、住所・氏名・年齢・電
話番号・クイズの答え・議会や本誌に対するご意見やご
感想を明記してご応募ください。
※メールで応募する場合、件名は「第36回議会クイズ応募」としてください。
※いただいたご意見はすべて、本誌編集委員が目を通し、今後の誌面改善の

ための参考にさせていただきます。
◆応募締め切り
　令和3年（2021年）12月3日（金）まで　

※当日消印有効
◆応募先
　〒659-8501 芦屋市精道町7番6号
　芦屋市役所 市議会事務局
　メールアドレス：gijityousa@city.ashiya.lg.jp

※個人情報は賞品の発送以外には使用しません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

正解者の中から抽選で3名の方に図書カード（500円分）
を差し上げます。正解は2月発行予定のあしや市議会だよ
り119号で発表します。たくさんのご応募をお待ちして
います。

◆前回のクイズの答え� ※前回の応募件数は42件

「議案に対する賛否が同数となったとき、議会はどの
ように可否を決定するでしょうか。」の正解は「②議長
が可否を判断」でした。

◆問題� 【出題者】川上あさえ委員

地方自治法に基づき、市の公益に関することについ
て、国会や政府等に対して議会の意思を提出する文書
のことを何と呼ぶでしょうか？

①意見書
②手紙
③申し入れ書

QRコード扌
（メールアドレス）

第36回

議長・副議長による抽選会


